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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

昨
年
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
不

安
や
景
気
先
行
き
の
不
透
明
な
ど
、

様
々
な
社
会
問
題
が
露
呈
し
、
国
、

自
治
体
を
問
わ
ず
積
極
的
な
行
財

政
改
革
の
必
要
を
迫
ら
れ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。
当
市
も
先
駆
け
て

歳
出
全
般
の
見
直
し
、
行
政
事
務

費
の
大
幅
削
減
、
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
減
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
乞
い
な
が
ら
、

福
祉
や
生
活
関
連
基
盤
の
整
備
に

重
点
を
置
き
、
財
政
の
健
全
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

21
世
紀
は
、
も
の
か
ら
心
の
時

代
と
い
わ
れ
、
少
子
高
齢
化
社
会

に
シ
フ
ト
し
て
い
く
中
で
、
健
康

で
生
き
が
い
の
も
て
る
世
の
中
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
先
に
高
齢
者
や
障
害
者
と
健

常
者
が
交
流
で
き
る
オ
ア
シ
ス
と

し
て
健
康
福
祉
会
館
を
建
設
し
、

在
宅
介
護
支
援
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
、
訪
問
看
護
な
ど
、
介
護
の
機

能
を
集
め
24
時
間
サ
ー
ビ
ス
が
図

れ
る
「
総
合
介
護
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
機
能
を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
本
年
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
増
床
、
介
護
福
祉
専
門

学
校
の
開
校
な
ど
官
民
あ
げ
て
の

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

一
歩
一
歩
前
進
し
た
「
健
康
福
祉

都
市
」
を
目
ざ
し
て
、
他
人
に
対

す
る
思
い
や
り
を
大
切
に
し
た
人

づ
く
り
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。昨

年
、
敬
老
の
集
い
が
、
試
み

で
は
あ
り
ま
す
が
校
区
の
「
い
き

い
き
委
員
会
」
で
開
催
さ
れ
、
世

代
を
越
え
た
交
流
の
輪
が
広
が
り
、

そ
し
て
、
中
学
２
年
生
の
「
ト
ラ

イ
や
る
ウ
イ
ー
ク
」
も
地
域
の
大

人
と
の
社
会
交
流
活
動
と
し
て
、

学
校
で
は
味
わ
え
な
い
体
験
を
積

み
ま
し
た
。

ま
た
、
今
春
竣
工
の
消
防
本
署
、

加
西
南
産
業
団
地
の
早
期
分
譲
、

東
西
南
北
幹
線
道
路
の
整
備
、
下

水
道
の
推
進
、
学
校
施
設
や
市
街

地
整
備
等
々
、
課
題
は
多
く
あ
り

ま
す
が
、
不
況
下
で
の
智
恵
を
駆

使
し
な
が
ら
安
心
と
安
全
が
実
感

で
き
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
全
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

い
に
し
え
の
歴
史
を
育
む
「
花

と
緑
の
風
格
あ
る
田
園
文
化
都
市
」

創
造
に
架
け
る
21
世
紀
へ
向
か
っ

て
進
み
た
く
、
市
民
の
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ

の
一
年
が
ご
家
族
に
と
っ
て
幸
せ

な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

加
西
市
長

藤
　
岡
　
重
　
弘
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「
心
豊
か
な
芸
術
と
文
化
の
香
り
、

優
し
さ
と
自
然
が
調
和
し
た
ま
ち
、

人
々
の
感
動
と
歓
び
の
鼓
動
が
響

き
わ
た
る
…
。」

そ
ん
な
思
い
を
初
夢
に
の
せ
…
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
家
族
そ
ろ
っ
て
健
や

か
で
、
す
が
す
が
し
い
良
い
お
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
11
年
の
真
新
し
い
暦
を
見

る
と
身
も
心
も
引
き
締
ま
り
陽
光

さ
え
も
新
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

い
ま
私
は
、
爽
や
か
な
新
春
の

光
の
中
で
新
し
い
年
の
行
く
末
に

思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
加
西
の

大
地
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
た
い

と
夢
ふ
く
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

日
頃
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
、

ご
協
力
、
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
か

ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
働
き
盛
り
の
壮
年
期
を
迎

え
る
加
西
市
は
、
い
よ
い
よ
地
方

自
治
の
充
実
を
め
ざ
し
市
民
性
と

独
自
性
を
も
っ
た
諸
施
策
の
展
開

と
、
さ
ら
に
風
格
あ
る
歩
み
が
強

く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
総
合
的
な
地
域

福
祉
施
策
、
生
活
関
連
施
設
の
整

備
、
農
業
の
活
性
化
等
、
災
害
に

強
い
安
全
な
町
づ
く
り
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
ど
も
議
員

24
名
は
市
民
の
皆
様
の
代
弁
者
と

し
て
、
市
政
の
監
視
機
能
を
最
大

限
に
発
揮
し
つ
つ
、「
開
か
れ
た
市

議
会
」
を
足
が
か
り
に
皆
様
の
信

頼
と
期
待
に
応
え
た
く
全
力
投
球

い
た
し
た
い
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
わ
が
ま
ち
「
加
西
」

が
21
世
紀
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽

ば
た
く
た
め
に
も
、「
市
長
部
局
と

議
会
」
お
互
い
の
立
場
と
責
任
を

わ
き
ま
え
な
が
ら
相
協
力
し
、
更

に
精
進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し

上
げ
ま
す
。

――
ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
に

は
、
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
――

平
成
11
年
が
健
康
で
幸
せ
な
良

い
お
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
り
な

が
ら
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

加
西
市
議
会
議
長

高
　
井
　
広
　
幸
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先
月
25
日
（金）
、
か
ね
て
よ
り
北

条
町
東
高
室
に
新
築
中
で
あ
り
ま

し
た
消
防
庁
舎
及
び
防
災
セ
ン
タ

ー
が
完
成
し
移
転
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

売
却
す
る
土
地

件
　
名

旧
消
防
庁
舎
跡
地

（
市
有
財
産
）

住
所
地
番

加
西
市
北
条
町
東
南

字
川
端
１
８
６
│
１

地
　
目

宅
地

面
　
積

１，
８
２
４．
８
１
㎡

売
却
の
方
法

一
般
競
争
入
札

入
札
に
参
加
で
き
る
者

禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
お
よ

び
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
以

外
の
者

入
札
に
関
す
る
事
項
の
告
示

１
月
18
日
付
け
で
市
役
所
に
告

示
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し

て
説
明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会

●
日
時

２
月
９
日
（火）
午
前
10
時

●
場
所

市
役
所
４
階
　
入
札
室

入
札
期
日

●
日
時

２
月
15
日
（月）
午
前
10
時

●
場
所

市
役
所
４
階
　
入
札
室

問
合
先

総
務
部
管
財
課

（
電
話
42
│
８
７
０
４
）

ト
２
階
建
、
延
べ
２，
３
０
０
㎡
。

１
階
は
車
庫
、
通
信
司
令
室
、
仮

眠
室
や
防
災
関
連
資
料
の
展
示
ホ

ー
ル
。
２
階
は
事
務
室
、
避
難
場

所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
２
０
０

人
収
容
の
大
会
議
室
等
防
災
施
設

を
兼
ね
備
え
た
施
設
で
す
。

ま
た
、
そ
の
立
地
条
件
と
今
後

の
道
路
整
備
計
画
か
ら
、
よ
り
迅

速
な
消
防
救
急
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

◯
移
転
施
設

加
西
市
消
防
本
部

（
署
）・
加
西
市
消
防
団
本
部

◯
新
設
施
設

加
西
市
防
災
セ
ン

タ
ー
（
消
防
庁
舎
と
併
設
）

◯
新
住
所

〒
６
７
５
│
２
３
２

１
　
加
西
市
北
条
町
東
高
室
９
９

３
│
１

電
話
42
│
０
１
１
９
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
３
４
３
５

※
電
話
番
号
等
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

★★★★
11
月
受
講
者

９
９
名

�
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
（
４
４
名
）

�
農
業
大
学
職
員
・
学
生
（
４
８
名
）

�
一
般
受
講
者
（
４
名
）

▽
横
田
千
鶴
子
（
江
ノ
木
）
▽
松

本
正
代
（
山
下
東
）
▽
坂
本
達
彦

（
田
原
）
▽
橋
爪
紀
文
（
田
原
）

★★★★
再
講
習

１
０
名

�
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
（
８
名
）

�
一
般
受
講
者
（
２
名
）

▽
朝
田
和
子
（
宮
前
）
▽
古
川
隆

久
（
栗
田
）

新
消
防
庁
舎
で
業
務
開
始

加西の山並みと、消防のスピードをイメージした新庁舎

旧
消
防
庁
舎
跡
地
を
売
却
し
ま
す

ハハハハ
ーーーー
トトトト
ttttoooo
ハハハハ
ーーーー
トトトト
講
習
会
受
講
者

ハートtoハート講習会
あなたも市民救命士

■と　き １月24日（日）
午前９時～正午（毎月第４日曜日）

■ところ 加西市消防本部
■内　容 心肺蘇生法・大出血時の止血
法（修了者には修了証を交付します）

■定　員 10人程度　会社や町内会等も
受付けますので時間・場所等は加西市消
防本部（電話42-0119）へ相談下さい。

受
講
後
、
３
年
を
経
過
し
て
い
る
方
は
救
命
技
能
を

維
持
向
上
す
る
た
め
、
再
講
習
を
お
願
い
し
ま
す
。



5

昨
年
12
月
７
日
（月）
姫
路
市
文
化

セ
ン
タ
ー
で
の
世
界
人
権
週
間
講
演

会
で
平
成
10
年
度
人
権
問
題
文
芸

作
品
（
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
）
入
賞
者

へ
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

★★★★
優
秀
賞
（
教
育
委
員
会
賞
）

〈
標
語
部
門
〉

（
敬
称
略
）

▽
木
下
雅
子
（
富
田
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
畑
町
）

「
割
ら
な
い
で
　
心
は
ガ
ラ
ス
　
磨

い
て
や
っ
て
ネ
」

★★★★
佳
作
（
県
人
権
啓
発
協
会
理
事
長
賞
）

〈
小
説
部
門
〉

▽
齋
藤
恒
義
（
畑
町
）

「
そ
れ
は
、
罪
？
」

〈
標
語
部
門
〉

▽
中
倉
拳
人
（
下
里
幼
稚
園
・
坂
本
町
）

「
い
じ
わ
る
し
た
ら
あ
か
ん
　
お
と

も
だ
ち
　
ま
た
　
か
な
し
く
な
る

か
ら
」

標語部門で優秀賞の木下さん

の
じ
ぎ
く
文
芸
賞

木
下
さ
ん
ら
3
名
が
入
賞

平
成
10
年
度
人
権
問
題
文
芸
作
品

●
「
ね
た
き
り

の
町
づ
く
り
」

を
さ
ら
に
す
す
め
よ
う
!

●
「
あ
っ
た
か
友
愛
訪
問
」

を
す
す
め
よ
う
!

長
寿
社
会
を
迎
え
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
お
互
い
に
助
け
合
い
つ

つ
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り

や
福
祉
へ
の
関
心
を
深
め
、
い
き

い
き
と
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う

「
加
西
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
を
行

な
い
ま
す
。
講
演
の
他
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

日
　
時

２
月
21
日
（日）

午
前
10
時
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

内
　
容

●
講
演

講
師
　
岡
本
千
秋
先
生

（
大
阪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
カ

ー
専
門
学
校
校
長
）

テ
ー
マ
「
地
域
で
家
族
を
支
え
る
」

●
九
会
・
多
加
野
地
区
「
あ
っ
た

か
友
愛
訪
問
活
動
」
実
践
報
告

問
合
先

健
康
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

健
康
福
祉
ま
つ
り
で
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
を
行
な
い
ま
す
。（
足
の

か
か
と
で
検
査
し
ま
す
）

時
　
間

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

定
　
員

50
人
（
予
約
制
）

対
　
象

20
歳
以
上
の
男
女

料
　
金

１
０
０
０
円

申
込
締
切

２
月
10
日
（水）

申
込
先

健
康
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

※
当
日
も
先
着
順
50
人
を
受
付
し

ま
す
。（
時
間
指
定
は
不
可
）

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

希
望
者
募
集

昨
年
11
月
15
日
（日）
、
滝
野
中
学

校
に
て
第
21
回
北
播
柔
道
大
会
が

行
な
わ
れ
、
市
内
か
ら
も
多
く
の

ち
び
っ
こ
格
闘
家
が
出
場
。
団
体

戦
で
は
小
学
高
学
年
の
部
で
加
西

Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
、
同
Ｂ
チ
ー
ム

が
3
位
、
個
人
戦
で
も
優
勝
３
名
、

準
優
勝
１
名
、
３
位
１
名
と
大
健

闘
を
見
せ
ま
し
た
。

〈
個
人
戦
〉（
敬
称
略
）

【
小
学
1
年
生
の
部
】

☆
優
　
勝

頃
安
知
義

【
小
学
2
年
生
の
部
】

☆
優
　
勝

中
村
剛
教

【
小
学
3
年
生
の
部
】

☆
準
優
勝

藤
本
大
輝

【
小
学
5
年
生
の
部
】

☆
3

位

渡
辺
明
彦

【
中
学
生
の
部
】

☆
優
　
勝

山
本
庸
介

横
尾
古
坂
区
画
整
理
組
合
は
、

事
業
地
区
内
の
７
区
画
の
宅
地
の

分
譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

分
譲
内
容

�
区
画
数

７
区
画（

地
目
　
宅
地
）

�
面
　
積

１
３
９
�
〜６

７
４
�

�
価
　
格

１
１
５
０
万
円

〜
５
５
０
０
万
円

�
�
単
価

71
千
円〜

１
０
５
千
円

申
込
期
限

平
成
11
年
１
月
29
日

（金）
ま
で
同
組
合
事
務
所
で
受
付

決
定
方
法

申
込
み
順
（
先
着
順
）

で
審
査
の
上
決
定

問
合
先

加
西
市
北
条
町
横
尾
１

丁
目
１
番
地
　
横
尾
・
古
坂
区
画

整
理
組
合
事
務
所
（
電
話
43
│
０

４
７
５
）

大人気の健康チェックコーナー

加西柔道教室生募集中。電話42-1537（黒田）まで

加
西
市
健
康
福
祉
ま
つ
り

み
な
さ
ん
、ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
!

第14回

横
尾
古
坂
区
画
整
理
組
合
の
宅
地
分
譲

加加加加
西西西西
のののの

三三三三
四四四四
郎郎郎郎
たたたた
ちちちち

０ゼロ
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地
域
振
興
券
の
使
え
る
地
域
は
、

市
内
で
す
。
対
象
者
は
１
人
当
た
り

額
面
１，
０
０
０
円
の
地
域
振
興
券

20
枚
（
２
万
円
分
）
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
使
用
期
限
は
、
交
付
開
始
日
か

ら
６
ヶ
月
間
（
９
月
30
日
ま
で
）で
す
。

券
が
使
え
る
店
舗
等
は
、
地
域
振

興
券
取
扱
店
（
特
定
事
業
者
）
と
し

て
登
録
さ
れ
た
加
西
市
内
の
事
業
者

に
限
り
ま
す
。
特
定
事
業
者
に
は
、

店
先
に
ス
テ
ッ
カ
ー
等
を
貼
り
表
示
し

ま
す
。

★★★★
市
内
事
業
者
の
方
へ

特
定
事
業
者
に
な
ろ
う
と
す
る
店

舗
等
は
、
事
前
に
登
録
申
請
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
１
月
中
旬
の
新

聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

◯
申
込
期
間

１
月
中
旬
〜
２
月

上
旬
の
予
定

◯
申
込
先

市
役
所
　
経
済
部
商

工
振
興
課
（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

地
域
振
興
券
交
付
事
業
に
つ
い
て

地
域
振
興
券

特
定
事
業
者

国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
地
域
振
興
券
（
商
品
券
）
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加
西
市
内
の
交
付
対
象
者
数
は
約
1
3，
0

0
0
人
、
交
付
は
4
月
1
日
か
ら
で
す
。
交
付
対
象
者
、
申
請
方
法
等
は
2

月
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（問
合
先
企
画
室
電
話
42
│
8
7
0
0
ま
で
）

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
が
死

亡
・
離
婚
・
重
度
障
害
等
に
よ
り
、

母
も
し
く
は
養
育
者
が
18
歳
未
満
の

児
童
（
児
童
に
障
害
の
あ
る
場
合
は

20
歳
未
満
）
を
養
育
し
、
一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
方
に
支
給
す
る
手
当

で
す
。

※
平
成
10
年
８
月
か
ら
「
未
婚
の
母
」

の
子
が
認
知
さ
れ
た
場
合
も
、
手
当

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
平
成
10
年
８
月
以
降
の
手
当
支
給

に
か
か
る
所
得
制
限
限
度
額
が
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
20

歳
未
満
の
児
童
の
精
神
や
身
体
に
、

中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
に
対

象
児
童
を
養
育
す
る
父
母
に
対
し
て

支
給
す
る
手
当
で
す
。

問
合
先

社
会
福
祉
課
　
女
性
児

童
係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）
ま
で

（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

平
成
九
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
決
算
を
報
告
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
と
市
民
生
活
な
ど

行
政
運
営
の
中
心
と
な
る
一
般
会

計
は
、
歳
入
二
二
三
億
三
七
四
七

万
円
（
前
年
度
比
六
・
一
％
減
）、

歳
出
二
二
一
億
七
七
一
一
万
円

（
前
年
度
比
六
・
六
％
減
）
で
す
。

こ
の
歳
入
と
歳
出
の
差
額
一
億
六

〇
三
六
万
円
か
ら
、
翌
年
度
へ
繰

り
越
し
た
事
業
に
充
て
ら
れ
る
財

源
を
差
し
引
い
た
三
一
二
○
万
円

が
実
質
黒
字
と
な
り
、
単
年
度
収

支
額
は
二
九
九
○
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
市
税
が

三
・
八
％
伸
び
て
、
歳
入
総
額
の

三
一
・
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
地
方
交
付
税
、
市
債
、
地

方
贈
与
税
等
が
大
き
く
減
少
し
た

た
め
、
歳
入
総
額
で
は
前
年
度
に

比
べ
て
一
四
億
六
一
○
五
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
民
生
費

一
般
会
計

が
歳
出
総
額
の
一
九
・
一
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
次
に
衛
生
費
が
前

年
度
か
ら
大
き
く
伸
び
て
一
三
・

八
％
、
以
下
教
育
費
、
土
木
費
、

農
林
水
産
業
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
総
額
で
は
前
年
度
に
比
べ
て

一
五
億
六
○
七
七
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
厳

し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
税
収
入

の
確
保
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

等
、
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
経
常
経
費
の
削
減
と
各
種

施
策
の
厳
し
い
選
択
を
行
い
、
健

全
財
政
堅
持
に
努
め
、
活
力
と
潤

い
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
ま
し
た
。

住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
と
豊
か

な
市
民
生
活
の
た
め
に
実
施
し
た

主
な
施
策
は
、
公
共
下
水
道
事
業

お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
の
促

進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
の

整
備
、
し
尿
処
理
施
設
整
備
、
公

営
住
宅
建
設
、
丸
山
総
合
公
園
整

備
、
養
護
学
校
改
築
、
中
小
企
業

資
金
融
資
の
充
実
な
ど
と
と
も
に
、
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近
現
代
史
部
会
は
現
在
、
稲
継

裕
昭
部
会
長
（
姫
路
獨
協
大
学
法

学
部
助
教
授
）
を
中
心
に
、
大
阪
大

学
、
神
戸
大
学
な
ど
の
教
員
五
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
近
現
代
史
編
」

は
、
明
治
初
期
か
ら
現
代
に
至
る
加

西
市
の
政
治
、
経
済
、
社
会
の
歴
史

を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

明
治
の
近
代
国
家
建
設
期
か
ら
、
あ

の
戦
争
、
そ
し
て
戦
後
の
混
乱
期
を

経
て
現
代
に
至
る
過
程
で
、
加
西
市

が
中
央
や
県
あ
る
い
は
近
隣
市
町
村

と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
保
ち
つつ
歩
ん

で
来
た
か
が
、
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。

た
だ
し
、
近
現
代
史
の
分
野
は
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
資
料
面
で
も
っ
と

も
手
薄
な
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
、
か

つ
貴
重
な
資
料
が
散
逸
あ
る
い
は
紛

失
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
い
ず

れ
の
市
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
す
が
、

そ
の
多
く
は
明
治
以
降
の
町
村
合
併

に
よ
る
書
類
整
理
や
戦
後
の
混
乱
、

市
役
所
の
移
転
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
加
西
市
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
近
現
代
史
部
会
で
は
、

近
世
史
部
会
と
協
力
し
な
が
ら
在
地

の
資
料
の
検
索
・
収
集
に
努
め
る
一

方
、「
上
万
願
寺
文
書
」
な
ど
独
自

の
資
料
収
集
・
整
理
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
役
所
所
蔵
の
行
政
資

料
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
戦
前
の

有
力
な
地
方
新
聞
で
あ
っ
た
「
又
新

（
ゆ
う
し
ん
）
日
報
」
の
紙
面
か
ら
加

西
に
関
係
あ
る
記
事
を
探
し
て
目
録

作
成
、
現
存
す
る
北
条
町
議
会
そ
の

他
の
議
事
録
の
整
理
も
行
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、
加
西

市
の
近
現
代
の
歩
み
に
つ
い
て
大
ま
か

な
輪
郭
を
つ
か
む
と
と
も
に
、
今
後

の
さ
ら
な
る
調
査
の
礎
と
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
何
分
資
料

の
山
か
ら
、
重
要
な
も
の
を
掘
り
出

し
て
い
く
と
い
う
作
業
が
大
半
を
占

め
ま
す
の
で
、
膨
大
な
労
力
と
時
間

が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ま
方
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、

文
書
の
み
な
ら
ず
写
真
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
歴
史
資
料
を
お
持
ち
で
し
た
ら
市

史
編
集
室
へ
ご
一
報
願
い
ま
す
。
今

後
と
も
市
民
の
み
な
さ
ま
の
暖
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
存
じ

ま
す
。
（
姫
路
獨
協
大
学
法
学
部
教
授
）

上万願寺文書を整理する近現代
部会委員ら（加西市史編集室）

会　　計　　名

特
　
別
　
会
　
計

歳　入 歳　出 収支額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,037,354 2,793,072 244,282

有 線 放 送 電 話 特 別 会 計 38,517 29,292 9,225

住宅改修資金等貸付事業特別会計 103,586 103,586 0

高齢者住宅整備資金貸付事業特別会計 8,412 8,412 0

下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,159,772 2,153,472 6,300

公園墓地整備事業特別会計 20,405 8,512 11,893

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 4,010,010 4,010,465 △　455

農業集落排水事業特別会計 1,113,670 1,107,520 6,150

（単位：千円）

一般会計歳入 223億3,747万円（単位：千円）

科　目 決算額 科　目 決算額 科　目 決算額

市 税 7,134,546 国有提供施設等所在
市町村助成交付金 31,616 財産収入 43,825

地方譲与税 285,809 地方交付税 3,333,649 寄 付 金 23,661

利子割交付金 73,231 交通安全対策特 別 交 付 金 9,594 繰 入 金 791,068

地方消費税交付金 115,359 分担金及び負担金 611,278 繰 越 金 60,636
ゴルフ場利用税
交 付 金 163,301 使用料及び手数料 420,416 諸 収 入 3,311,998
特別地方消費税
交 付 金 2,754 国庫支出金 2,057,461 市 債 2,339,000

自動車取得税交付金 202,417 県 支 出 金 1,325,848

一般会計歳出 221億7,711万円

会　　計　　名

病 院 会 計
収益的収支 5,719,934 5,612,206 107,728

資本的収支 199,772 264,082 △ 64,310

収益的収支 1,489,924 1,487,928 1,996

資本的収支 530,083 758,142 △228,059

収益的収支 160,659 147,603 13,056

水 道 会 計

農業共済会計

企
業
会
計

収入総額 支出総額 差引収支額
（単位：千円）

議　会　費
2億3,328万円

衛　生　費
30億5,578万円

商　工　費
9億1,000万円

教　育　費
26億9,738万円

総　務　費
20億6,481万円
電算処理費

9,637万円
企画費
2億 4,315万円

民　生　費
42億4,140万円
老人福祉費
7億 9,097万円

福祉医療費
3億 2,349万円

児童福祉費
9億 3,682万円

生活保護費
2億 9,444万円

健康推進対策費
2億 3,803万円

し尿処理費
7億 5,205万円

生活排水事業費
6億 7,210万円

労　働　費
2億4,521万円
勤労者住宅資金融資預託金
2億 4,100万円

農林水産業費
23億7,964万円
農地費
3億 4,359万円

国営かんがい排水関連事業費
7億 2,128万円

ふるさと農道整備事業費
1億 86万円

農村総合整備事業費
3億 2,463万円

林業費
7,319万円

商工振興費
8億 5,385万円

観光費
2,054万円

土　木　費
24億8,372万円
道路橋梁費
5億 7,393万円

都市計画費
13億 2,379万円
住宅費
3億 2,532万円

消　防　費
8億7,317万円
常備消防費
5億 9,083万円

非常備消防費
9,228万円

消防施設費
1億 8,683万円

小学校費
4億 937万円

中学校費
1億 6,681万円

幼稚園費
2億 1,764万円

養護学校改築費
7億 3,230万円

社会教育費
6億 5,305万円

保健体育費
2億 5,127万円

公　債　費
17億2,269万円
元金… 9億5,430万円
利子… 7億6,820万円

諸 支 出 金
11億8,523万円
土地開発公社貸付金
11億 4,606万円
基金積立金

3,917万円
災害復旧費
8,480万円

明
治
以
降
の
町
村
成
立
や

加
西
市
発
足
の
経
過
を
解
明

加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
近
現
代
部
会
委
員

福
　
永
　
文
　
夫

人
材
育
成
や
国
際
交
流
事
業
な
ど

人
づ
く
り
や
心
豊
か
な
芸
術
文
化

の
高
揚
に
努
め
ま
し
た
。

目
的
税
と
し
て
課
税
し
て
い
ま

す
都
市
計
画
税
一
億
八
二
八
一
万

円
は
、
丸
山
総
合
公
園
整
備
事
業
、

市
街
地
再
開
発
事
業
、
土
地
区
画

整
理
事
業
、
街
な
み
環
境
整
備
事

業
、
北
条
栗
田
線
街
路
事
業
の
都

市
計
画
事
業
な
ど
の
財
源
に
充
て

ま
し
た
。

都
市
計
画
税

の
使
途

一
般
会
計
以
外
の
特
定
の
事
業
を

行
う
た
め
に
設
け
て
い
る
特
別
会
計

は
住
宅
改
修
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
除
き
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
各
企

業
と
も
一
層
の
経
営
合
理
化
を
図

り
、
特
に
収
入
の
確
保
お
よ
び
経

費
の
節
減
な
ど
に
よ
り
、
健
全
化

に
努
力
し
ま
し
た
。

企
業
会
計

特
別
会
計
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正
月
明
け
の
清
々
し
い
風
に
吹
か

れ
、
御
来
光
の
絶
好
の
場
所
と
し
て

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
亀
山
、
そ

の
麓
に
位
置
す
る
笹
倉
町
、
小
竹
生

お
だ
っ
き
よ

と
い
う
地
名
も
あ
る
よ
う
に
竹
や
笹

が
繁
茂
し
、
昔
は
大
き
な
街
道
も
な

く
、
町
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
う
と
西

も
東
も
分
か
ら
な
く
な
る
程
で
、
道

に
迷
っ
て
方
角
を
聞
か
れ
た
ら
、
宇

双
（
う
そ
）、
逆
（
さ
か
さ
ま
）
の
池

の
地
名
で
答
え
る
の
で
、
余
計
に
わ

か
ら
な
く
な
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
笹
倉
町
区

長
　
甘
中
直
行
さ
ん
の
お
宅
を
伺
い

ま
し
た
。逆
池
を
望
む
亀
山
古
墳
は
、

昭
和
12
年
、
三
角
縁
神
獣
鏡

さ
ん
か
く
ぶ
ち
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う
、
眉ま
ゆ

ひ
さ
し
付
兜

つ
き
か
ぶ
と
、
鉄て
っ

剣け
ん

の
副
葬
品
が
発

掘
さ
れ
古
墳
時
代
か
ら
人
が
住
み
、

国
見
の
地
と
し
て
栄
華
を
誇
る
壮
大

な
歴
史
ロ
マ
ン
を
彩
る
町
で
、
ま
た
南

北
朝
時
代
の
激
し
い
戦
い
が
嘘
の
よ
う

に
閑
静
な
た
た
ず
ま
い
で
、
広
い
庭

園
の
あ
る
長
濱
家
に
は
、
笹
倉
城
の

小
高
い
築
山
の
要よ
う

塞さ
い

が
残
っ
て
お
り
、

「
私
ら
が
子
供
の
頃
は
、
こ
こ
の
抜
け

穴
で
良
く
遊
び
ま
し
た
」
と
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。「
明
治
22
年
在
田
村

の
長
濱
初
代
村
長
を
輩
出
し
、
ま
た

郡
役
所
の
長
で
、
自
ら
土
木
工
事
に

長
け
て
い
た
霜
浦
村
長
時
代
に
は
、

殿
原
か
ら
奉
天
池
ま
で
の
飯
盛
野
疏

水
の
大
事
業
を
手
掛
け
ら
れ
、
小
灯

（
こ
と
ぼ
し
）
の
火
を
と
も
し
て
測
量

さ
れ
た
苦
労
話
も
聞
い
て
お
り
、
そ

の
恩
恵
は
今
も
受
け
て
い
る
ん
で
す

よ
。
町
に
は
中
国
自
動
車
道
、
緩
や

か
に
蛇
行
す
る
万
願
寺
川
に
ク
ロ
ス

す
る
県
道
中
・
北
条
線
、
ま
た
平
成

４
年
開
通
の
加
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

な
ど
市
内
で
も
一
番
様
変
わ
り
の
町

に
な
り
ま
し
た
。
肥
沃
な
川
の
恵
み

を
受
け
、
早
く
か
ら
耕
地
整
理
の
農

業
改
良
が
進
み
、
ど
の
田
を
見
て
も

畳
を
敷
い
た
よ
う
に
整
備
さ
れ
、
ま

た
昔
か
ら
よ
く
働
く
土
地
柄
で
、
町

の
人
は
、
昔
か
ら
遠
く
に
働
き
に
行

か
な
く
て
も
、
町
内
で
働
け
る
瓦
、

陶
器
、
織
物
の
地
場
産
業
も
多
く
、

気
心
が
知
れ
仲
の
よ
い
穏
や
か
な
町

な
ん
で
す
。
20
年
間
町
の
行
事
と
し

て
続
け
て
き
た
運
動
会
も
、
小
学
生

の
子
供
が
少
な
く
な
っ
て
隣
保
対
抗

の
ゲ
ー
ム
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
、

町
の
南
に
あ
る
桜
の
名
所
の
い
こ
い
の

村
は
り
ま
で

町
の
み
ん
な

が
見
え
る
場

所
を
陣
取
り

花
見
を
し
な

が
ら
、
和
気

あ
い
あ
い
の

楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま

す
。
ま
た
春

と
秋
の
溝
普

請
や
道
普
請

の
後
は
、
欠

か
さ
ず
慰
労

を
兼
ね
た
茶

話
会
を
行

い
、
懇
親
を

深
め
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
に
こ
や
か
に
話
さ
れ
ま

し
た
。「
快
晴
の
日
に
は
明
石
海
峡

大
橋
も
見
え
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、
新

し
い
平
成
の
国
見
の
地
と
し
て
誕
生

し
、
集
落
排
水
事
業
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
市
の
玄
関
口
と
し
て
ま
す

ま
す
に
ぎ
や
か
に
便
利
に
活
気
あ
る

町
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と

町
の
将
来
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

新
春
に
風
花
が
舞
い
、
さ
わ
や
か

な
町
の
息
吹
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

笹倉町区長の
甘中さん

加西の玄関口、加西インターバスストップ

まちの数字 109世帯　470人
（男232人・女238人）

次回は中富町の予定です。

壮
大
な
歴
史
ロ
マ
ン
に
彩
ら
れ
た
町

ランドマーク展望台からの町並み
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去
る
12
月
６
日
（日）
、
障
害
を
持

つ
女
性
の
た
め
の
手
芸
教
室
を
行

な
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
干
支
の
押
し
絵
教

室
で
す
。

う
さ
ぎ
の
型
に
白
い
西
陣
織
の

手手手手
芸芸芸芸
教教教教
室室室室

このほど八千代町が主催し、県下
に公募した「おじいちゃんおばあち
ゃん児童画展」で最高賞の町長賞を
受賞した松本裕馬君（賀茂小３年、
山下東町）に、学術やスポーツなど
で活躍した市民をたたえる「さわや
か市民賞」市長から贈られました。

先月９日、愛の光幼稚園（宮崎幸
子園長）の園児５名が加西病院を訪
問し、入院患者の方々に「早く良く
なって、元気になってください。」と
声をかけながら手作りのクリスマス
プレゼントを手渡しました。

幼稚園児が入院患者にプレゼント

大人気の「子牛の体重当て
クイズ」

12月23日（水）市内各地で三世代
交流ふれあいイベントが行なわれま
した。北条町西南地区では「いきい
きふれあいデー」と題し、餅つきや
クリスマス会、イモ掘り、消防訓練、
青空市等の様々な催しで各世代の交
流を深めました。

楽しく三世代交流

松本君にさわやか市民賞

ぼ
く
の
夢

富
田
小
学
校
五
年

安
富
　
理
浩
く
ん

ぼ
く
の
夢
は
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。

今
ぼ
く
が
熱
中
で
き
る
の
は

絵
や
漫
画
を
描
い
て
い
る
時

で
す
。
ま
た
、
お
父
さ
ん
の

描
い
た
で
っ
か
い
イ
ラ
ス
ト
の

看
板
が
大
き
な
ホ
ー
ル
に
飾

ら
れ
た
時
、
と
て
も
感
動
し

た
か
ら
で
す
。
お
父
さ
ん
の

仕
事
の
後
継
ぎ
に
も
な
れ
た

ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

“悪徳商法にひかかってしも
うた”の一場面

昨年の11月29日（日）健康福祉会館
で、“くらしを守る”をテーマに「みんなで
考える生活展」が開催され、アイデアリサ
イクル作品展、リサイクルごみの現状報告
や、くらしと生活を守る会のみなさんによる
悪徳商法をモチーフにした寸劇等が行な
われました。

みんなで考える生活展

布
を
く
る
ん
で
い
き
ま
す
。
南
天

の
実
ひ
と
つ
ぶ
ひ
と
つ
ぶ
に
も
同

じ
よ
う
に
…
。

か
わ
い
い
雪
う
さ
ぎ
の
見
本
を

み
て
″う
ー
ん
″
と
う
な
り
な
が

ら
の
作
業
で
し
た
。

細
か
い
と
こ
ろ
を
お
手
伝
い
す

る
だ
け
で
、
手
先
が
不
自
由
な
方

も
、
か
わ
い
い
押
し
絵
も
仕
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

「
犬
の
時
か
ら
作
っ
て
い
る
か
ら
こ
れ

で
６
つ
目
。」
と
、
増
え
て
い
く
押

し
絵
の
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
家
に
手
作
り
の

押
し
絵
を
飾
り
、
新
年
を
迎
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

枝豆をつまみにビールを飲む
おじいちゃん

かわいいサンタさんからのプ
レゼント

松本裕馬くん

手芸教室の様子

小
春
日
　
独
り
合
点
に
花
び
ら
程
の
ノ
ッ
ク
す
る
風

い
つ
の
日
か
会
お
う

シ
ナ
リ
オ
決
ま
っ
た
僕
の
人
生

遠
く
で
何
か
が
組
み
違
う
ら
し
い

音
は
秋

葉
脈
の
不
思
議
さ
に
見
と
れ
て
い
る
夕
暮
れ

再
製
紙
百
％
の
市
広
報
紙
が
税
の
二
期
分
伝
え
る

リ
ン
ゴ
む
く

皮
の
長
さ
程
生
き
て
き
て

記
憶
綴
じ
た
ホ
ッ
チ
キ
ス

錆
び
て
欠
落

富
士
山
眺
め
て
安
堵
す
る

や
は
り
日
の
本
の
民

岡
　
夕
花

藤
本
　
肇

辻
　
美
沙

山
本
二
昭

荻
野
　
享

い
し
だ
實

井
下
た
だ
志

井
塚
理
人
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須
恵
器
は
古
墳
時
代
中
期
（
約
１

６
５
０
年
前
）
に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝

わ
っ
た
新
し
い
製
陶
技
術
の
窯
で
焼
き

あ
げ
る
土
器
で
す
。
新
技
術
が
伝
わ

り
間
も
な
い
頃
の
須
恵
器
を
初
期
須

恵
器
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
小
谷
遺

跡
の
発
掘
調
査
で
こ
の
初
期
須
恵
器

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
須
恵

器
は
貴
重
品
で
、生
産
地
も
少
な
く
、

製
品
の
調
整
技
法

ち
ょ
う
せ
い
ぎ
ほ
う

（
器
面
を
整
え
る

方
法
で
、
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
技
法
や
、
布
や
指
に
よ
る
ナ
デ

技
法
が
あ
り
ま
す
。）
も
手
持
ち
に

よ
る
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
や
轆ろ
く

轤ろ

に
よ
る
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
な
ど
が
丁
寧
に
行
な
わ

れ
、
手
間
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
が
て
古
墳
時
代
後
期
（
約
１
５

０
０
年
前
）
に
な
り
、
須
恵
器
の
需

要
が
増
え
る
と
、
各
地
で
生
産
地
が

拓
か
れ
、
製
品
の
調
整
技
法
の
粗そ

雑ざ
つ

化
、
省
略
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

須
恵
器
の
大
量
生
産
が
行
な
わ
れ
始

め
ま
す
。

現
在
の
大
量
生
産
品
と
ど
こ
か
通

じ
る
と
こ

ろ
が
あ
り

ま
す
。

69

小
谷
遺
跡
…
北
条
町
小
谷

貴
重
品
か
ら
大
量
生
産
品
へ

古
墳
時
代
の
初
期
須
恵
器
発
見
!

同和教育
シリーズ

21世紀まで、あと2年です。人と人と
のつながりと自然との調和をめざした
確かな歩みを進めましょう。

人と人がつながっているということは、
なんと心強いのだろう。
人と人がつながっているということは、
どんなに大きな力となるのだろう。
現実をしっかりと見つめ、生きていこう。

自然への畏敬を胸に抱き、人としての
生活を尊重して、確かな人の輪を築い
ていきたい。
豊かな明日のために、今日を真剣に生
きていこう。
（1. 17 人類の安全と共生を考える兵庫会議

「1. 17宣言」より抄出）

人権尊重の世紀に向けて

「
目
標
を
持
つ
人
は
そ
こ
に
努
力
が
生
ま
れ
る
」、「
志
を
も
ち
努
力
す
る
人

は
事
を
成
す
」
の
諺
の
と
お
り
夢
と
希
望
を
持
ち
、
自
ら
の
力
で
生
き
方
を

考
え
進
路
を
切
り
拓
く
生
徒
を
育
て
る
べ
く
、
中
学
校
に
お
い
て
は
教
育
過

程
を
工
夫
し
日
々
の
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
か
」
…
…
感
動
（
美
し
い
も
の
、
す
ば
ら
し
い
も
の
に
感
銘
す
る
）

「
き
」
…
…
気
合
（
精
神
を
集
中
し
て
事
に
あ
た
る
）

「
く
」
…
…
工
夫
（
よ
り
よ
い
方
法
や
手
段
を
考
え
る
）

「
け
」
…
…
継
続
（
身
に
つ
く
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
続
け
る
）

「
こ
」
…
…
行
動
（
目
的
意
識
を
も
ち
主
体
的
に
行
動
す
る
）

の
生
き
方
を
努
力
事
項
と
し
て
い
ま
す
。

1
年
…
…
養
護
学
校
生
徒
と
の
交
流
体
験
学
習

2
年
…
…
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」（
職

場
体
験
学
習
）

3
年
…
…
希
望
の
郷
、
加
西
の
里
と
の
交
流
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
核
に
し
て
、
い
き
る
こ

と
や
命
の
大
切
さ
・
す
ば
ら
し
さ
を
生
徒
自
身

が
考
え
、
意
識
し
て
生
き
る
こ
と
、
ま
た
、
人

を
思
い
や
る
優
し
さ
や
、
人
と
共
に
い
き
る
こ

と
の
大
切
さ
を
意
識
し
て
生
活
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

★
実
践
事
項
と
し
て
は

★
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
の
長
所
や
可
能
性
を
見
い
だ
し
、

育
て
高
め
る
た
め
に

……人権標語優秀作品……
思いやり　みんなとみんなが

和になって
富田小５年　後藤　寛貴さん

こまった時
みんながくれる思いやり
賀茂小５年　山下　友子さん

1. 小谷遺跡　　2. 小谷城跡

手持ちヘラケズリ調整

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校

生
徒
の
自
己
実
現
を
め
ざ
し
て

加加加加
西西西西
市市市市
立立立立
善善善善
防防防防
中中中中
学学学学
校校校校
のののの
進進進進
路路路路
指指指指
導導導導
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も
か
く
、
不
安
も
含
め
て
突
然
に
身
体
の
異

常
を
感
じ
た
り
傷
を
受
け
た
時
に
、
医
療
機

関
に
来
ら
れ
る
の
は
全
て
救
急
患
者
さ
ん
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
救
急
受
診
に
医
療
機
関
が
応
じ

て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
日
夜
間
診
療
セ
ン
タ
ー
、

在
宅
診
療
当
番
制
、
病
院
群
輪
番
制
度
、
共

同
利
用
病
院
、
さ
ら
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

設
置
等
、
そ
れ
ら
が
基
盤
と
な
っ
て
救
急
医
療

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
３
年
に
は
「
救

急
救
命
士
法
」
が
制
定
さ
れ
て
、
正
式
な
救

急
救
命
士
（
救
急
隊
員
）
が
誕
生
し
超
急
性

期
に
お
け
る
重
度
な
病
者
の
救
命
医
療
が
加

え
ら
れ
ま
し
た
。
図
は
加
西
病
院
に
お
け
る

救
急
患
者
の
年
度
毎
の
経
緯
を
示
し
た
も
の

で
す
。
私
が
加
西
市
に
着
任
し
た
時
（
昭
和

48
年
度
）
に
は
、
年
間
７
０
０
人
余
で
あ
っ
た

の
に
比
べ
10
倍
以
上
に
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
休
日
が
多
く
な
っ
た
こ
と
や
、

専
門
科
医
が
増
加
し
た
こ
と
の
ほ
か
、
市
民

の
方
々
が
健
康
に
留
意
し
生
命
を
大
切
に
す

る
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
医
療
機
関
も
充
実
さ
れ
、
病
院
も

救
急
診
療
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
診

療
時
間
内
ほ
ど
高
い
機
能
を
備
え
て
い
る
時
は

あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
の
あ
る
方
は
、
早
い
段
階

で
そ
の
都
度

診
療
時
間

内
に
適
正
に

受
診
し
て
頂

き
、
眞
の
救

急
患
者
さ
ん

に
医
療
職
員

が
十
分
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が

注
が
れ
る
よ

う
に
ご
理
解

と
協
力
を
お

願
い
致
し
ま

す
。

病
気
や
け
が
は
進
行
す
る
と
自
覚
症
状

（
苦
痛
）
が
強
く
な
っ
た
り
、
病
態
が
悪
化
し

て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
命
の
危
険
を
招
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。「
救
急
医
療
」
と
は
、
そ
れ

ら
に
対
し
時
間
帯
の
如
何
を
問
わ
ず
、
必
要

な
医
療
を
い
い
ま
す
。

加
西
病
院
の
救
急
受
診
状
況
を
分
析
す
る

と
、
入
院
や
緊
急
検
査
や
手
術
を
要
す
る
も

の
は
全
体
の
1/3
〜
1/4
程
度
で
あ
り
、
結
果
的

に
み
れ
ば
比
較
的
軽
い
傷
病
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
時
間
外
診
療
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
夫
々
の
医
療
機
関
が
定

め
て
い
る
診
療
時
間
外
に
診
療
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
、
ほ
ぼ
同
義
語
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
厳
密
に
は
異
な
る
も
の
で
、
救
急

医
療
よ
り
も
少
し
軽
症
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
休
日
や
夕
刻
か

ら
夜
間
に
な
る
と
心
理
的
な
不
安
も
増
し
や

す
く
、
軽
い
程
度
で
あ
っ
て
も
心
身
に
不
安
が

あ
れ
ば
医
療
機
関
を
利
用
さ
れ
る
の
は
止
む

を
得
な
い
も
の
で
す
。
私
は
診
察
の
結
果
は
と

市立加西病院

院 長

本岡　龍彦

救
急
医
療
に
つ
い
て

││
診
療
時
間
内
が
最
も
充
実
医
療
で
す
││

歯磨き終了後、歯ぐきの内外
をやわらかめのハブラシで磨き
ましょう。①鏡で歯ぐきの内外
の確認を②ブラシの毛先が歯ぐ
きに当っていることを感じなが
ら③入れ歯の人も歯ぐきの手入
れを忘れずに。あきらめないで
根気よく続けましょう。

（加西市歯科衛生士会）

歯ぐきのブラッシングも忘れずに

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈作り方（2人分）〉
①みじん切りにした玉ねぎ（1／2個）、人参
（1／3本）、ハム（６枚）、マッシュルーム
（６ケ）、を炒め一旦皿に取る。
②ごはん（２杯）はバター（20�）で炒め、塩・こ
しょう（1／2小）で味をつけ①を戻し炒める。
③バターをぬったグラタン皿にホワイトソース
（適当）をひき、②を入れホワイトソースを
かけ、チーズ・ケチャップ・パン粉（適当）
をふって、200度のオーブンで15分焼く。

〈シェフから一言〉
サラダ油、バターの使いすぎに
気をつけて、ホワイトソースの
量も、ごはんの量を加減して
使いましょう。

い
ず
み
会
会
員（
北
条
町
江
の
木
）

松
村
美
津
代
さ
ん

お父さん（75歳）のことで、息子
さんがあったか相談窓口に来られま
した。左半身マヒがあり、思うよう
に動けないため、すぐにベッドに横
になってしまう毎日とのこと。お父
さんは、「このまま身体をじっとし
とったら動けんようになってしま
う。こんなんで生きていとうない。」
が口癖のようです。息子さんも、こ
のままでは寝たきりにならないか、
不安で家の中も暗くなりがちと嘆か
れます。
早速訪問してお父さんの身体の動
きや生活の様子、そして今後のお父
さんと家族の希望を確認しました。
その情報をもとに適したサービス
と、本人や家族の役割を一緒に整理
して介護の計画をたてていきまし
た。サービスとして、外出して人と
話をする機会にデイサービスを月２
回利用し、筋力低下予防に訪問看護
を週１回計画しました。今後の介護
計画がたったことにより、見通しが
ついたのか、急に家族の表情が明る
くなりました。
加西市には介護相談先としてあった

か相談窓口がありますが、介護支援セ
ンターに事業を委託しています。身近
な所で専門化のアドバイスを受けられま
すので、気軽にご相談下さい。
＜在宅介護支援センター＞
・ラヴィかさい （電話42-６７２２）
・第２サルビア荘（電話45-１８０２）
・加西病院 （電話42-４１３０）

介護に困ったときの相談
デイサービスセンターのご利用を!

救
急
患
者
数
の
推
移

ドリア
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日
　
時

２
月
13
日
（土）

午
後
３
時
開
演

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
　
師

池
田
理
代
子
（
劇
画
家
）

演
　
題
「
幸
せ
の
見
つ
け
方
」

受
講
料

７
０
０
円

（
当
日
券
は
３
０
０
円
増
）

販
売
所

市
民
会
館
・
教
育
委
員
会

問
合
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

期
　
日

２
月
14
日
（日）

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

★★★★
「
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
」

世
界
一
力
持
ち
の
女
の
子
ピ
ッ

加
西
お
や
こ
劇
場

第
8
回
映
画
会

第
2
回
加
西
市
民
大
学

ベ
ル
サ
イ
ユ
の
バ
ラ
で
有
名
な

池
田
理
代
子
さ
ん
を
招
い
て

ピ
の
大
冒
険

上
映
時
間

①
10
時
30
分
〜
11
時
56
分

②
13
時
00
分
〜
14
時
26
分

会
　
費

８
０
０
円
（
４
歳
以
上
）

当
日
１，
０
０
０
円

★★★★
「
一
本
の
手
」

介
護
の
在
り
方
を
問
い
か
け
ま

す
。

上
映
時
間

15
時
00
分
〜
17
時
00
分

会
　
費

大
　
人

１，
２
０
０
円

シ
ル
バ
ー
（
65
歳
以
上
）、
大
学
生
　

１，
０
０
０
円

高
校
生
以
下
　
８
０
０
円

（
当
日
は
各
３
０
０
円
増
し
）

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場
　

（
電
話
42
│
０
８
３
０
）

期
　
日

３
月
14
日
（日）
９
時
30
分

〜
　
※
小
雨
決
行
、
雨
天
21
日
（日）

場
　
所

加
西
球
場
周
辺
コ
ー
ス

区
　
間

●
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
6.7
�

（
3.3
、
1.7
、
1.7
�
）

●
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
3.8
�

（
1.8
、
1.0
、
1.0
�
）

参
加
資
格

ど
な
た
で
も
家
族
単

位
で
参
加
で
き
ま
す
。（
家
族
で
チ

ー
ム
編
成
が
で
き
な
い
場
合
は
グ

ル
ー
プ
で
の
参
加
も
可
）

参
加
費

１
チ
ー
ム
３，
０
０
０
円
、

小
中
学
生
チ
ー
ム
は
１，
５
０
０
円

申
込
と
同
時
に
口
座
番
号
０
０
９

６
０
│
５
│
１
３
７
０
０
１
、
口
座

名
義
「
加
西
市
陸
上
競
技
協
会
」

へ
郵
便
振
込
み
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
又
は
所
定
の

用
紙
に
参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
住
所
、
家
族
関
係
、
チ
ー

ム
名
を
記
入
の
上
、
〒
６
７
５
│

２
３
９
５
　
加
西
市
教
育
委
員
会

家
族
で
走
ろ
う

ト
リ
ム
フ
ァ
ミ
リ
ー

全
国
駅
伝
競
走
大
会

内
　
加
西
市
体
育
協
会
事
務
局

（
電
話
42
│
８
７
７
３
）
ま
で
。
２

月
18
日
（木）
必
着
。

日
　
時

２
月
14
日
（日）
午
前
６
時

〜
午
後
６
時
30
分
（
予
定
）

場
　
所

千
草
高
原
ス
キ
ー
場

対
　
象

市
内
に
居
住
、
勤
務
、

通
学
し
て
い
る
者
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

定
　
員

50
名
（
先
着
順
）

参
加
費

１
人
５，
０
０
０
円

申
込
先
「
加
西
平
和
堂
ス
ポ
ー
ツ
」

（
電
話
42
│
５
３
３
１
）
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

備
　
考

ス
キ
ー
用
具
は
各
自
で

用
意
、
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

教
育
委
員
会
体
育
保
健

課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

現
在
、
特
定
疾
患
の
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
11

年
４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
受

特
定
疾
患
等
医
療
受
給
者
証
の

継
続
交
付
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

加
西
市
ス
キ
ー
協
会
主
催

市
民
ス
キ
ー
教
室

入 湯 料 300円
入浴時間
10：00～18：00
（月曜日を除く）

皆さんのオアシス
健康福祉会館大浴場のご利用を

豪華ホテルに3泊のハワイツアーに
参加しましたが、現地で急にビジネ
スホテルに変更されました。旅行代
金の差額を返してほしいのですが請
求することができますか？
旅行業法では、「天災地変を除く、

重要な旅程の変更に対して一定の補
償を行なう。」とされているので、補

償金を請求することができます。
旅の筋書は、必ずしもうまく運ぶ

とは限りません。申し込む際は、旅
行条件を十分確認し、目的にかなう
内容なのかをよく確かめましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「旅行トラブルの補償!!!!」
Ｑ

Ａ

ハナサク

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
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〈ママの一言〉
11月13日に1歳になりました。日々わんぱく娘になって、

毎日が戦争ですが、笑い顔を見ると抱きしめてしまいます。
（パパ・聡さん ママ・優子さん）

川嶋いつきちゃん（北条町駅前）
1歳

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
２月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
２月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
１月21日（木）北部公民館・２月４日（木）健康福祉会館
２月10日（木）農村環境改善センター・２月18日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
１月28日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後５時　市役所２階環境課

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成10年11月生れの乳児 １月26日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成10年９月生れの乳児 ２月３日（水） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成９年８月生れの幼児 ２月９日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成７年８月生れの幼児 ２月16日（火） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 ２月10日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 ２月10日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。
■歯科保健相談
希望者　３月10日（水）午後１時～２時（希望者は２時間程度）
母子健康手帳・筆記用具を持って、場所は保健所へ。

1月10日（日） 新和会診療所 （若井町・電話44-０２２５）
15日（金） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）
17日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47-００６６）
24日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）
31日（日） つつみ神経内科（野上町・電話45-２０５０）

2月 7日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）
11日（木） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）
14日（日） おりた外科胃腸科医院（北条町・電話42-６０００）
21日（日） 西村医院 （中野町・電話49-０００１）

■ 妊婦教室と母子健康手帳の交付
２月18日（木）・３月18日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（電話42-８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書

給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
２
月
末
ま
で
に
継
続
申
請
書

に
必
要
な
書
類
を
添
え
、
加
西
保

健
所
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
有
効
期
間

終
了
後
は
、
新
規
申
請
扱
い
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

問
合
先

加
西
保
健
所

（
電
話
42
│
０
２
６
６
）

住
宅
金
融
公
庫
資
金
の
融
資
を

受
け
て
お
ら
れ
て
、
失
業
や
収
入
の

減
少
に
よ
り
そ
の
返
済
が
困
難
に
な

っ
た
方
に
対
し
て
、
こ
の
度
種
々
の
救

住
宅
金
融
公
庫

借
入
者
の
方
へ

〔おはなし会〕
2月13日（土）
（午後2時から30分程度）

〔休館日〕
月曜日
1月15日�
1月20日�
2月11日�

漂流街（馳　星周著）
元禄繚乱（上）（中島丈博著）
五体不満足（乙武洋匡著）
幽霊のような子（トリイ・ヘイデン著）
かんこのミニミニ子どもの本案内

（赤木かん子著）
探訪ひょうごの天然記念物（須田京介著）
人物２０世紀
ひょうごの民俗芸能

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

済
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
次
の
と
こ
ろ
へ
内
容
等
に

つ
い
て
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

照
会
先

住
宅
金
融
公
庫
大
阪
支

店
　
企
画
広
報
課
（
電
話
０
６
│

６
２
８
１
│
９
５
６
９
）

播
州
加
西
あ
ば
れ
太
鼓
愛
好
会

は
、
更
に
曲
数
・
会
員
数
を
増
や

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
推
進
に

寄
与
す
る
た
め
（財）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
よ
り
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

で
助
成
を
受
け
太
鼓
４
基
を
購
入

し
ま
し
た
。

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

で
太
鼓
を
購
入

65
歳
以
上
の
人
は
、
日
常
生
活
が
不
自
由
で
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
ら
原
因
を
問
わ
ず
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
申
請
が

で
き
ま
す
。
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
初
老
期
痴
呆
、
脳
血

管
障
害
な
ど
の
老
化
に
伴
う
病
気
が
原
因
で
介
護
が
必
要
に
な

れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。

市
が
設
置
す
る
「
介
護
認
定
審
査
会
」
の
判
定
を
受
け
て
、

ど
の
程
度
の
介
護
が
必
要
か
が
認
め
ら
れ
た
と
き
に
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
先

高
年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
は

ど
う
い
う
人
で
す
か
？

����������
����������
����������

質
問

そそ
のの
33

お
答
え
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冬
に
な
り
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ

て
く
る
と
、
市
内
で
も
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
、
水
道
管
の
破
裂
事
故
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
特
に
冷
え
る
よ
う
な

場
所
（
北
向
き
や
風
当
た
り
が
強
い
、

ま
た
は
む
き
だ
し
に
な
っ
て
い
る
な

ど
）
の
水
道
管
に
は
保
温
材
を
巻
き

つ
け
る
な
ど
防
寒
に
つ
と
め
て
く
だ
さ

い
。（
同
じ
く
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に

も
、
つ
め
も
の
な
ど
を
し
て
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。）

水
道
管
が
破
裂
し
た
時
は

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を

し
め
て
応
急
処
置
の
う
え
、
直
接
、

市
指
定
工
事
業
者
に
連
絡
し
修
理

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

水
道
事
業
所

（
電
話
42
│
１
１
１
０
）

水
道
に
も
冬
支
度
を
!

お
家
で
食
べ
ら
れ
る
一
味
違
う

「
お
い
し
い
」
自
然
派
味
噌
を
あ
な

た
も
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
　
間

１
月
末
〜
２
月
末

定
　
員

40
名

募
集
締
切

１
月
22
日
（金）

※
１
人
30
�
以
内
、
白
米
・
大
豆

の
持
ち
こ
み
可
、
別
途
材
料
費
が

必
要
。
味
噌
作
り
実
施
日
は
後
日

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

申
込
先

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
電
話
49
│
１
２
１
４
）

源
泉
徴
収
票
・
給
与
支
払
報
告

書
な
ど
「
法
定
調
書
」
は
２
月
１

日
（月）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
す
る
主
な
法
定
調
書
の
種

類
と
提
出
先

★★★★
税
務
署
に
提
出
す
る
も
の

●
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

●
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
特

別
徴
収
票
）

●
報
酬
・
料
金
・
契
約
金
及
び
賞

金
の
支
払
調
書

●
不
動
産
等
の
譲
受
け
の
対
価
の

支
払
調
書

源
泉
徴
収
票
等
の
提
出

″無
添
加
手
づ
く
り
味
噌
″

作
り
生
募
集

●
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調

書●
不
動
産
等
の
売
買
又
は
貸
付
の

あ
っ
せ
ん
手
数
料
の
支
払
調
書

●
源
泉
徴
収
票
等
の
合
計
表

★★★★
市
に
提
出
す
る
も
の

●
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）

●
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明

細
書
）

問
合
先

社
税
務
署
資
料
情
報
担

当
（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）

市
税
務
課
税
制
係
（
電
話
42
│
８

７
１
２
）

と
　
き

２
月
５
日
（金）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

加
西
市
民
会
館
コ
ミ
セ

ン
３
階
小
ホ
ー
ル

問
合
先

社
税
務
署

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）

平
成
10
年
度
市
県
民
税
第
４
期

分
の
納
期
限
は
２
月
１
日
�
で
す
。

問
合
先

税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

市
県
民
税
第
4
期
分

平
成
10
年
分
所
得
税
・

消
費
税
確
定
申
告
説
明
会

固
定
資
産
税
に
か
か
る
償
却
資

産
の
申
告
は
１
月
20
日
（水）
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
３
）

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
廃
車
、
名
義
変
更
等

の
手
続
き
は
３
月
19
日
（金）
ま
で
に

し
て
く
だ
さ
い
。
盗
難
、
解
体
等

に
よ
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な

い
場
合
も
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
先

●
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
は
、

税
務
課
（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

●
軽
三
輪
、
軽
四
輪
は
、
軽
自
動

車
検
査
協
会
兵
庫
事
務
所
姫
路
支

所
（
電
話
０
７
９
２
│
46
│
１
７
９

７
）

●
軽
二
輪
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

は
、
兵
庫
県
陸
運
支
局
姫
路
自
動

車
検
査
登
録
事
務
所
（
電
話
０
７

９
２
│
45
│
０
７
８
１
）

原
付
・
軽
自
動
車
の

廃
車
は
お
早
め
に

償
却
資
産
の
申
告

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

入学時や在学中に必要となる資金を融資する公
的制度です。融資金額は学生・生徒お一人につき
200万円以内返済期間は8年以内です。また、在学
期間内で元金の据え置きもできます。（最長４年）
問合先 国民金融公庫姫路支店（�0792�0571）

22220000歳歳歳歳ににににななななっっっったたたたらららら国国国国民民民民年年年年金金金金
ご成人おめでとうございます

国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を国の教育ローンのご利用を
（国民金融公庫）

国民年金は、日本に住んでいる20歳から60歳ま
でのすべての人が加入することになっています。も
ちろん学生も例外ではありません。
20歳になって厚生年金保険または共済組合に加

入していない人は市民課年金係（��8722）まで
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お く や み

加西市への寄付
○北条町御幸 去来川章三 干支の置物
○神戸市 三枝　輝行 100万円
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○北条町西南 高見　孝昭 30万円

藤原　　貢　80 静　雄 中　野

山端　久夫 81 つや子 繁　陽

岩崎　忠雄 79 五　郎 中西北

高見かつゑ 90 重　義 中　富

横田東二子 80 佳　信 西横田

菅野あさの 88 長　美 繁　昌

瀧野　弘道 73 杉野順二 笠　屋

長谷川耕作 70 清　延 繁　陽

藤原きくゑ 87 誠 中　山

藤本　　彰　55 美恵子 広　原

松本　一成 69 義　成 鍛冶屋

市場　和幸 23 治　幸 中　野

塚本　慶則 72 慶　晴 中西南

村田かよ子 60 修 西　長

小芦しづ子 84 邦　夫 中　富

高田嘉代子 57 誠　彦 南　町

菅野　昭男 66 昭　一 乙和泉

中植ふさゑ 88 久　雄 馬渡谷

甘中　久次 90 和　明 笹　倉

荒田　壽一 91 正　克 田　谷

前田佐智子 99 卓　也 牛　居

内藤をはる 84 勝　則 河　内

山端　貴一 84 芳　紀 繁　陽

中川よし乃 84 慶　弘 上野田

飯尾　隆夫 89 茂 王　子

佐伯　武治 87 俊　秋 西笠原

見上　熊一 87 達　也 福住東

能瀬　豊市 80 勝 上　野

小林　末廣 52 正　人 福住西

長野　文男 68 マキ子 駅　前

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（12月24日受付分まで・敬称略）

○大工町 神田　高行 20万円
○北条町福吉 高橋　雄紀 500万円
○上若井町 和田　博之 50万円
指定預託
☆［一般］加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円
○北条町横尾　 水田美智子 2万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

【
嘱
託
員
】

☆
技
術
職

●
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
１
名
）

社
会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
者

で
昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者

☆
事
務
職

●
事
務
（
若
干
名
）

昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
土
・
日
曜
日
勤
務

で
き
る
者

受
験
に
必
要
な
も
の

①
受
験
申
込
書
（
所
定
の
も
の
）

②
受
験
票
（
所
定
の
も
の
）

③
社
会
福
祉
士
の
資
格
取
得
者
は

資
格
の
写
し

平
成
11
年
4
月
1
日
採
用

加
西
市
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
員
等
募
集

賃
　
金

賃
金
規
定
に
よ
り
支
給

受
付
期
間

１
月
18
日
（月）
〜
２
月

１
日
（月）
の
間
で
（
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
ま
で
）
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
。

郵
送
に
よ
る
申
込
は
受
付
け
ま

せ
ん
の
で
、
本
人
ま
た
は
代
理
人

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

社
会
福
祉
協
議
会
　
総

務
課
（
電
話
42
│
８
８
８
８
（代）
）

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の

市
町
立
小
・
中
・
養
護
学
校
（
神

戸
市
を
除
く
）
で
実
施
す
る
初
任

者
研
修
に
係
る
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

勤
務
内
容

初
任
者
研
修
に
係
る

新
任
教
員
の
授
業
補
充
な
ど

勤
務
条
件

小
・
中
・
養
護
学
校
の

非
常
勤
職
員
の
募
集

死亡者 年齢 喪主 町名

・
１
日
８
時
間
以
内
の
勤
務
で
年

間
90
日
以
内

・
報
酬
は
１
時
間
あ
た
り
２，
８
３

０
円
（
平
成
10
年
度
現
行
額
）

・
交
通
費
は
支
給
限
度
額
の
範
囲

内
で
実
費
支
給

資
　
格

希
望
す
る
校
種
の
教
員

職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・

高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の
所

持
者
又
は
、
４
月
１
日
ま
で
に
取

得
で
き
る
者

申
込
期
間

２
月
１
日
（月）
〜

３
月
１
９
日
（金）
ま
で

申
込
・
問
合
先

・
東
播
磨
教
育
事
務
所

教
職
員
課

（
電
話
０
７
９
４
│
21
│
９
６
２
９
）

・
加
西
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

（
電
話
42
│
８
７
７
１
）

車
椅
子
7
台
を
寄
贈

一般預託
○乙和泉町 衣笠　儀市 1万円
○加西商工会議所婦人会

7万3千650円
○福居町 美藤　敏幸 10万円

女
性
団
体
「
小
さ
な
ポ
ケ
ッ
ト
」

は
、
12
月
13
日
（日）
の
商
工
ま
つ
り

で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
上

約
14
万
円
で
車
椅
子
７
台
を
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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H10.12.1現在（前月比）
人　口／ 52,740（＋4） 世帯数／ 15,599（＋20）
男　／ 25,648（＋9） 女　／ 27,092（ー 5）

59
小鳥が実を食べ種子
が落ち発芽します

山
林
の
樹
下
に
生
え
る
常
緑
の

低
木
で
、
広
く
鑑
賞
用
と
し
て
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
、
イ
キ
イ
キ
し
た
濃
い
緑

の
葉
の
下
に
、
丸
く
光
沢
の
あ
る

赤
い
実
を
鈴
な
り
に
つ
け
て
、
大

変
美
し
い
も
の
で
す
。
万
両
と
い

う
縁
起
の
良
い
名
前
が
つ
い
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
正
月
の
生
花
や

盆
栽
に
好
ん
で
使
わ
れ
ま
す
。
な

か
に
、
果
実
が
淡
黄
色
の
も
の
も

あ
り
、
シ
ロ
ミ
ノ
マ
ン
リ
ョ
ウ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
紅
白
の
寄
せ
植

え
を
す
る
と
特
に
め
で
た
い
鉢
物

と
な
り
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午前11時50分～55分


